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第二次かごしま都市マスタープランの策定の経緯
（１）策定の経過

2017（平成 29）年度
・市民意識調査の実施

2018（平成 30）年度
・都市計画基礎調査の実施

・第 1 回策定検討委員会幹事会の開催

・第 1 回策定検討委員会の開催

・第 1 回策定協議会の開催

2019（令和元）年度
・第 2 回策定検討委員会幹事会の開催

・第 2 回策定検討委員会の開催

・第 2 回策定協議会の開催

・鹿児島市都市計画審議会への報告

・骨子案作成に向けた意見募集等

（大学生ワークショップ、シンポジウム「かごしまの未来のまちづくりをともに描く」）

2020（令和2）年度
・第 3 回策定検討委員会幹事会の開催

・第 3 回策定検討委員会の開催

・第 3 回策定協議会の開催

・素案作成に向けた意見募集等

（大学生ワークショップ、市ＨＰ等での意見募集）

2021（令和3）年度
・第 4～6 回策定検討委員会幹事会の開催

・第 4 回策定検討委員会の開催

・第 4 回策定協議会の開催

・鹿児島市都市計画審議会への報告

・パブリックコメント手続の実施

・地域別意見交換会の実施

・第 7 回策定検討委員会幹事会の開催

・第 5 回策定検討委員会の開催

・第 5 回策定協議会の開催

・鹿児島市都市計画審議会への諮問・答申

◎第二次かごしま都市マスタープランの策定

本市の現況と都市づくりの課題の協議等

今後取り組むべき都市づくりの課題と方向性の協議等

骨子案の協議等

素案の協議等

原案の協議等
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（２）検討体制
第二次かごしま都市マスタープランは、以下の体制で検討を行い、策定しました。

意見
諮問

報告

策定組織

庁外組織

参加 情報提供 意見

庁内組織

提案

意見

かごしま都市マスタープラン

策定協議会

学識経験者
関係団体等
公募委員

関係行政機関

かごしま都市マスタープラン

策定検討委員会

関係局部長

幹事会   関係課長

事務局  都市計画課

報告

市   長 市 議 会

答申

鹿児島市
都市計画審議会

市民

等

市民意識調査

シンポジウム

パブリックコメント手続

大学生ワークショップ

素案作成に向けた意見募集

地域別意見交換会
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（３）各会議の委員
① かごしま都市マスタープラン策定協議会
〔会長：石塚 孔信、会長代行：内田 一平〕

選任区分 氏名 職名 備考

学識経験者

石塚 孔信 鹿児島大学法文学部教授
内田 一平 鹿児島工業高等専門学校都市環境デザイン工学科准教授
馬場 美紀子 馬場美紀子法律事務所
小山 雄資 鹿児島大学大学院理工学研究科准教授
志賀 玲子 志學館大学法学部教授

関係団体等

新崎 恭史 株式会社日本政策投資銀行南九州支店長 前任者：中村 航洋（第 1 回まで）
西 みやび 西みやび事務所代表
萩元 千博 公益社団法人鹿児島県バス協会会長 前任者：岩崎 芳太郎（第 3 回まで）
楢林 繁 公益財団法人鹿児島観光コンベンション協会事務局長
川畑 孝則 鹿児島商工会議所副会頭
福永 浩司 鹿児島経済同友会鹿児島活性化委員会委員長
亀井 加奈子 公益社団法人鹿児島青年会議所会員
緒方 由美子 鹿児島みらい農業協同組合理事
矢上 愛 鹿児島市子育てサークル連絡協議会会員
塩川 哲郎 公益財団法人かごしま環境未来財団理事
永山 惠子 社会福祉法人鹿児島市社会福祉協議会副会長

公募委員

江口 まさよ 公募市民
原村 京子 公募市民
福岡 華 公募市民
古市 浩二 公募市民
宮之原 明子 公募市民

関係行政機関

鳥澤 秀夫 国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所長 前任者：鈴木 淳（第 3 回まで）

中原 禎弘 国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局長
前任者：古川 浩之（第 1 回まで）
前任者：脇野 正博（第 2 回まで）
前任者：金平 成市（第 3 回まで）

保利 修 国土交通省九州地方整備局鹿児島港湾・空港整備事務所長 前任者：甲斐 信治（第 2 回まで）

松本 俊一 鹿児島県鹿児島地域振興局長
前任者：井多原 章一（第 2 回まで）
前任者：寺地 浩一（第 3 回まで）

松枝 岩根 鹿児島市副市長 前任者：松山 芳英（第 3 回まで）

② かごしま都市マスタープラン策定検討委員会
〔会長：建設局担当副市長、副会長：建設局長〕

総務局長 市立病院事務局長
企画財政局長 交通局長
危機管理局長 水道局長
市民局長 船舶局長
環境局長 教育委員会事務局管理部長
健康福祉局長 建設局建設管理部長
こども未来局長 建設局都市計画部長
産業局長 建設局建築部長
観光交流局長 建設局道路部長
消防局長
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③ かごしま都市マスタープラン策定検討委員会幹事会
〔座長：都市計画部長〕

税務部資産税課長 都市計画部都市景観課長
企画部政策企画課長 都市計画部土地利用調整課長
企画部交通政策課長 都市計画部市街地まちづくり推進課長
財政部財政課長 都市計画部区画整理課長
財政部管財課長 建築部建築指導課長
危機管理局危機管理課長 建築部住宅課長
危機管理局安心安全課長 道路部道路建設課長
市民文化部地域振興課長 道路部街路整備課長
環境部環境政策課長 道路部谷山建設課長
すこやか長寿部健康総務課長 消防局警防課長
こども未来局こども政策課長 市立病院事務局経営管理課長
産業振興部産業政策課長 交通局総合企画課長
農林水産部農政総務課長 水道局水道部水道整備課長
観光交流部観光プロモーション課長 水道局下水道部下水道建設課長
建設管理部管理課長 船舶局総務課長
建設管理部公園緑化課長 教育委員会事務局管理部総務課長
建設管理部河川港湾課長

（４）会議の開催状況
会議等の名称 開催日 主な協議項目

市議会建設委員会 2017年 9月 25日 ・市民意識調査実施の報告

第 1 回策定検討委員会幹事会 2019年 2月 21日
・計画の趣旨と位置づけ
・本市の現況と都市づくりの課題

第 1 回策定検討委員会 3月 14日 ・第 1 回策定検討委員会幹事会と同じ
第 1 回策定協議会 3月 18日 ・第 1 回策定検討委員会と同じ

第 2 回策定検討委員会幹事会 5月 24日
・社会情勢の変化に対する取組状況
・今後取り組むべき都市づくりの課題と方向性

市議会建設委員会 6月 21日 ・市民意識調査結果の報告
第 2 回策定検討委員会 7月 11日 ・第 2 回策定検討委員会幹事会と同じ
第 2 回策定協議会 8月 1日 ・第 2 回策定検討委員会と同じ
鹿児島市都市計画審議会 11月 1日 ・検討経過と今後のスケジュール
第 3 回策定検討委員会幹事会 2020年 6月 9日 ・骨子案
第 3 回策定検討委員会 7月 15日 ・第 3 回策定検討委員会幹事会と同じ
第 3 回策定協議会 8月 17日 ・第 3 回策定検討委員会と同じ
市議会建設消防委員会 9月 17日 ・骨子案の報告
第 4 回策定検討委員会幹事会 2021年 4月 16日 ・素案
第 5 回策定検討委員会幹事会 5月 26日 ・素案
第 6 回策定検討委員会幹事会 6月 18日 ・素案
第 4 回策定検討委員会 7月 14日 ・第 4～6 回策定検討委員会幹事会と同じ
第 4 回策定協議会 8月 10日 ・第 4 回策定検討委員会と同じ
鹿児島市都市計画審議会 8月 17日 ・素案の報告
市議会建設消防委員会 9月 16日 ・素案の報告
第 7 回策定検討委員会幹事会 11月 24日 ・原案
第 5 回策定検討委員会 12月 15日 ・第 7 回策定検討委員会幹事会と同じ
第 5 回策定協議会 2022年 1月 12日 ・第 5 回策定検討委員会と同じ
市議会建設消防委員会 2月 18日 ・原案の報告
鹿児島市都市計画審議会 3月 18日 ・原案の諮問・答申
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（５）市民参画

① 市民意識調査
・調査期間：2017（平成 29）年 11 月 6 日～24 日

・対 象 者：6,000 名（市内に居住する満 16 歳以上・地域別の人口に基づき無作為抽出）

・回収状況：回収総数 2,681 票（回収率 44.7％）

② 意見募集

○骨子案作成に向けた意見募集等
【大学生ワークショップ】

連携協定を結ぶ市内の 6 大学の学生などとともに、「かごしまの魅力を生かした都市づくり」

について、ワークショップ形式での議論を行いました。ワークショップでまとめたアイデアは、

シンポジウムで発表していただきました。

・開催時期：2019（令和元）年 11 月～12 月

・開 催 数：3 回

・参 加 者：連携協定大学（鹿児島大学、鹿児島女子短期大学、鹿児島国際大学、志學館大学、

鹿児島純心女子短期大学、鹿児島県立短期大学）の学生など 21 名

主な意見

グループ 1 「コンパクトで暮らしやすい都市」

・年代によって必要となる都市機能が異なるため、年代ご
とにまちのなかでの配置を考えることが必要である。

・中心部の充実だけでなく、周辺部のかごしまらしい資源
を再認識し、活用することが重要である。

・中心部と周辺部を行き来する公共交通は必須である。
・中心部の充実には防災対策も一緒に考えなければいけない。

グループ 2 「誰もが快適で移動しやすい都市」

・誰もが気軽に楽しく動ける都市を目指す。
・バス停、バス路線の改善と自動運転の到来を想定したま

ちづくりを考えておくことが大切である。
・そのために、短期的にはバス停環境の改善、歩行を促すア

プリの開発を進め、将来的には道路空間の再構築を含めた
歩行空間のさらなる充実（バス停、道端のカフェ、自然のある道）などを進める。

グループ 3 「人・自然・歴史・文化を生かした都市」

・人口を維持し活気あるかごしまとするため、住み続けた
いと思えるまちづくり、移住したいと思えるまちづくり
の両面が大切である。

・幼少期から史跡や歴史に触れる機会を増やす。
・「観光のお客様の声ボード」・「飲食店の英語版メニュー」を作

成する。
・今ある魅力を「人」と結びつけて活用することや、地域の声をまちづくりに反映でき

る制度を導入する。
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【シンポジウム「かごしまの未来のまちづくりをともに描く」】
第二次かごしま都市マスタープランの策定に向けたシンポジウムを開催しました。

・開 催 日：2020（令和 2）年 1 月 11 日

・場  所：鹿児島市中央公民館

・参 加 者：138 名

第 1部
基調講演「かごしまの魅力を生かしたまちづくり」

講師：西村幸夫 神戸芸術工科大学教授

第 2部

パネルディスカッション

○大学生による発表：かごしまの魅力を生かしたまちづくりへのアイデア

コーディネーター ・西村幸夫教授

パネリスト ・石塚孔信 鹿児島大学法文学部教授

・新崎恭史 ㈱日本政策投資銀行南九州支店長

・江口まさよ 鹿児島青年会議所第 65 代理事長

・宮之原明子 ㈱清友代表取締役

▲西村幸夫教授

▲パネルディスカッション

▲ワークショップ結果の展示 ▲大学生グループによる発表
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○素案作成に向けた意見募集等
【大学生ワークショップ】

連携協定を結ぶ市内の 6 大学において、骨子案を踏まえて本市の都市づくりについて検討を

行っていただきました。

・開催時期：2020（令和 2）年 10 月～2021（令和 3）年 1 月

・開 催 数：18 回

・参 加 者：連携協定大学の学生 134 名

（鹿児島大学 27 名、鹿児島女子短期大学 12 名、鹿児島国際大学 26 名、

志學館大学 43 名、鹿児島純心女子短期大学 8 名、鹿児島県立短期大学 18 名）

主な意見

基本目標 1 「コンパクトで暮らしやすい都市」

・住宅団地や商店街を中心に学校、銀行、病院、商業施設などの施設の集約を図る。
・天文館地区にトランジットモールを導入する。
・空き家を高齢者住宅、宿泊施設、カフェ、子どもの遊び場、コワーキングスペース等

として活用する。
・空き地を公園やイベントなどが開催できる空間にする。

基本目標 2 「快適で移動しやすい都市」

・誰でもどこでも移動できるよう、市電の運行範囲を広げる、バスの便を増やす。
・自動運転やパーソナルモビリティに対応した道路整備を推進する。
・MaaS を推進する。
・バリアフリー化等により、高齢者や障害者の方でも安全に移動できるようにする。
・歩道の拡幅、自転車専用レーンの充実、緑化等により歩きたくなるまちづくりを推進する。

基本目標 3 「にぎわいと活力のある都市」

・観光地や特産品を魅力あるものにアレンジし、SNS を活用して効果的に発信する。
・観光地への QR コード設置による観光提供、AR・VR の活用による観光案内等、観光

の質の向上。
・中心市街地の空テナントや郊外部の市営住宅を活用してシェアオフィスを供給し、無

料 Wi-Fi を設置するなど、暮らし方、働き方に応じたサービスを提供する。
・今あるカフェを活用し、休憩しやすい雰囲気にして歩きたくなるまちにする。

基本目標 4 「安心・安全な都市」

・危険性が高い箇所での開発を抑制し、既存の建物、インフラ等の活用が進むような施
策を検討する。

・災害時の二次被害や早急な復興のため、電線を地中化する。
・標識等によって避難経路を表示する。
・学校教育の中で、ハザードマップを周知する。

基本目標 5 「自然・歴史・文化を生かした都市」

・市電軌道敷緑化を保全し、さらにＰＲする。
・天文館や名山堀、鶴丸城や仙厳園などの歴史的なまちなみを保存し、標識や看板、街

灯などに統一感をもたせ、観光客が楽しめるまちにする。
・桜島の魅力を向上するため、フェリーターミナル付近に、ゲストハウスやキャンプ場、

民泊やホテルなどの宿泊施設、マリンスポーツが体験できる施設を整備する。
・甲突川沿いにカフェテラスやベンチやごみ箱、健康遊具等を設置し、幅広い世代の人

に身近に楽しんでもらえる場所にし、季節ごとの自然を楽しむイベントを開催する。
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【市民意見募集】
第二次かごしま都市マスタープランの骨子案を市のホームページやニュースレター等に掲載

し、市民の意見を募集しました。

・募集期間：2020（令和 2）年 10 月 12 日～11 月 13 日

・意見の提出者数：12 名

・意見の件数：27 件

○原案作成に向けた意見募集等

【パブリックコメント手続の実施】
第二次かごしま都市マスタープランの素案についてパブリックコメント手続を実施しました。

・募集期間：2021（令和 3）年 10 月 1 日～11 月 1 日

・素案の公表箇所：市内 115 か所、市ホームページ

・意見の提出者数：21 名

・意見の件数：66 件

【地域別意見交換会】
第二次かごしま都市マスタープランの素案に関して地域別に意見交換会を実施しました。

・開催時期：2021（令和 3）年 10 月 21 日～10 月 30 日

・開催地域：14 地域・地区

・参加者数：計 75 名

・意見の件数：121 件

③ ニュースレターでの広報・周知
第二次かごしま都市マスタープランの策定に向けて各段階で市民に分かりやすく伝えること

を目的に、公共施設等で配布するとともに、市のホームページで公開しました。

・実施時期：2019（令和元）年 8 月～2020（令和 2）年 10 月

・実施回数：4 回

・配布部数：各 500 部


